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東日本大震災から 10 年経過して 

我が国は，気象，地形，地質等の条件が厳しく，毎年のように自然災害に見舞われています。 

このような自然災害の歴史を振り返ると，戦後間もない昭和20～30 年代前半には1,000名以上の人命が失われ

る災害が頻発していましたが，昭和30 年後半より先人達の治水等の国土保全事業や制度・基準の整備の成果によ

り，自然災害による死者・行方不明者数は減少傾向にありました。 

しかしながら，平成に入り阪神・淡路大震災や東日本大震災では，多くの被害が生じました。 

特に本テーマである東日本大震災では，地震・津波による死者・行方不明者は戦後最大となりました。 

想定外といわれた自然が作り出す驚異的な力に，人間はなす術がなかったことを肌で感じた方も多かったので

はないでしょうか。 

今後このようなことが起こらないようにするためにも，この想定外に対して，ハード面のみならずソフト面も

合わせた対策のように，従来の思想や枠組みを変化させる必要性が叫ばれています。 

そこで本号では，未曽有の災害である東日本大震災より10年を経過した事を契機に，今一度東日本大震災の被

災を振り返るとともに，各分野の考え方や基準類の変化について特集する事にしました。 

記事の中には，震災後の被災シミュレーションや模型実験及び各種委員会等での検討内容などが網羅的に含ま

れており，基準類が変化した経緯も極力編さんされた内容となっています。 

本特集が，近年発生する事が予測されている南海トラフ地震や首都直下地震に対しての備えや啓発になれば幸

いです。 

（余川 弘至，井口 雄介，岩井 裕正，窪田 健二，佐藤 将路，澤松 俊寿，謝 建明） 
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